
 

   
 
 
 
 
 
 
 

「こんにちは！保育士会です」 保育士会会長 鬼木紀代美 

新型コロナ感染症と正しく向き合いながら、これまで保育を続けてき

た皆さん、本当にありがとうございました。なかまの皆様に感謝と労い

の言葉を送りたいと思います。 

「私たち、がんばった！頑張り続けてる！すごい！」保育士会では、

現場に直結する学びや、先生方がワクワクし、やりがいを感じることを

大切にしたいと考えています。 

今年度は『こどもまんなか社会』～保育・・・守るべきものは？～のテーマのもと、活動を始めま

した。こども家庭庁ができて、こども基本法ができました。すべての子どもが幸せになるために、私

たち保育者は何を求められているのか、まずは、日々保育をする中で私たちの安心につながるこ

とから、学んでいきましょう。最も大切にすべき「子どもの命を守ること」「その子らしさを大切にす

る」ことをとらえ直すことで、「子どもにとって適切な保育とはなんであるか」自分に繰り返し問いな

がら保育ができるのではと考えています。 

コロナが５類になったことで、これまで以上に保護者と園が協力し合

うことで子どもたちの命を守る、そのためにはコミュニケーションの取り

方や情報共有の方法、職員間の同僚性等を考え、今の状況に合ったも

のに変えていかなければなりません。 

子育ても親子の関係性もコロナの前と後では変わったと現場では感

じています。研修で学んだことを、臨機応変に生かしていきましょう。 

ブロック保育士会でも多職種がいる園だからこそ必要な学び、実技、少人数でのグループワー

クなどにも取り組みます。不適切保育や保育事故の報道に心が痛みますが、私たちを見つめてい

る子どもたちの目、私たちを必要としている子どもたちの手、何よりも社会から期待されているの

は私たち保育者の活躍です。子どもが真ん中になるためには、保育者が子どもの声を聞くこと、寄

り添うことが大切です。現場の私たちが、「どんとこい！」その役を担っていきましょう。そのために

は、研修で知識を得るだけではなく、行事でも顔を合わせ、たくさんの元気と笑顔に触れ、先生方

がエネルギーチャージをすることも大切です。そんな場所が保育士会！です。 

今回、連盟ホームページに「保育士会だより」も掲載していただけることになりました。会員の皆

さんの役に立つよう研修でいただいた豆知識など、いち早くお届けしたいと思っています。ご活用

ください。 
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信頼をされる保育はまず安全 No.1 



 

体験から出逢うもの のぞみ保育園 

 のぞみ保育園は、「様々な体験の機会をつくりだす」保育に

努めています。この 3 年間は、コロナ禍の中で様々な制約を

余儀なくされましたが、本年度からは子どもたちの活動を積

極的に展開しようと考えています。 

「体育教室」は、子どものエネルギーが最大限に発揮される

行事として定着しています。外部講師を

迎え、3 歳児（月 3 回）、4 歳児（月 4 回）、5 歳児（月 4 回）

を対象に、個別の能力に応じた指導をいただいています。 

また、「どろんこ遊び」は、天候を選んだうえで、園庭におい

て泥と水まみれになりながら遊びます。子どもたちに特に好評

となっている行事です。 

さらに、「野菜づくり体験」や「田植え体験」は、自然とふれ

あい、実りにつながる取り組みとして大事な行事として定着し

ています。 

わたしたちの園では、子どもたちの自主性と可能性を高め

ることができるよう、職員間のコミュニケーションを深めなが

ら、年間の「体験行事」を企画し、実施しています。 

楽しいバイキング給食 熊本藤富保育園 

当園では、子どもの元気の源は食事からと考えて、季節の食

材、地産地消を心がけ、保育園で調理したバランスの良い食事

を温かい状態で食べられるようにしています。様々な食品を少

しずつでも食べられる様、調理の工夫や

メニューの品数を増やしており、毎日約８

品のメニューをバイキング形式で提供し

ています。自分でご飯やおかずをよそうことで、自分の食べるこ

とのできる量を把握し、また、苦手な食材でも自分で量を決めて

少しでも口に運べるようになってきています。初めはご飯をよそ

うのもなかなかうまくいかない子どもたちですが、年齢が上がる

につれ、自分の食べる量と食べたいものをしっかりと把握してき

れいにお皿に盛り付けが出来るようになってきます。職員もそれ

ぞれの食べる量や苦手なもの、アレルギーなどをしっかりと把握

し、適切に食事がとれるように補助を行っています。今後も「楽

しい給食」を続けていけるよう取り組んで行きたいと思います。 

 

安全は一人の目よりみんなの目 No.2 

 



 

楽しい食育活動 中緑保育園 

 私たちの保育園では食育活動として、野菜やお米を苗から育てそれを調

理して食べたり、パン焼きなどたくさんのクッキングを行ってきました。 

特にコロナ禍の期間はどのような食育活動ができるだろうかと給食室と

相談し、夏祭りごっこで蓋つきのカップにおかずを入れて販売するお店屋

さんごっこを行いました。数種類のおかずをそれ

ぞれ小さなカップに入れ、たくさんのメニューの中からすきなものを選び食

べる事、また一つの量が少なめなこともあり、おかわりをして空のカップを

たくさん積み上げ食べる子など、大盛況でした。 

その他にも、パン、育てたお米や魚を炭で焼き、オール電化の時代「火」

というものに無縁な子どもたちも多い中、火を使う経験を通し食への意識

を高められるような取り組みも行っています。 

今年度はどのような食育活動ができるか、子どもたちと話し合いを重ね

ながらみんなでワクワクしているところです。 

 

園庭遊びについての取り組み 幼保連携型認定こども園 五丁こども園 

 

汗ばむ日差しの中でも、子どもたちは目を輝かせながら虫探しに夢中

になっています。当園では、遊びの環境も年齢に応じてステップアップで

きればと考え、第 1 園庭と第 2 園庭とで環境構成の目的を分けていま

す。 

園舎に併設している第 1 園庭は、乳児から

年長児まで全ての園児が遊ぶことを前程に、砂場遊びで使うバケツやス

コップ等を多めに準備したり、子どもたちに大人気の「虫探し」ができる

ゾーンを作ったりしています。 

また、園舎から道一本挟んで向かい側にあ

る第 2 園庭は、3 歳以上児がよりアクティブに遊べるようある程度高さ

のある遊具の設置やサッカーができる環境を構成しています。 

「遊びは学び」様々な力を子どもたち自ら身に付けていってほしいと願

うばかりです。 

 

 

No.3 子どもらの安全守る保育士愛 



 

 


